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 アショー・チン語 (Asho Chin, 
ISO 639-3: csh) は，シナ・チベ
ット語族チベット・ビルマ語派
チン語支の南部チン語群に属す





















- 14 - 
 
2. 先行文献 
 アショ ・ーチン語の言語学的な資料には，Fryer (1875) によるタンドゥエ方言の言語資料，





 筆者は，2012年 7月から 2014年 9月にわたり，合計約 4か月間の断続的な調査を行った。
主な調査地点はヤンゴン市インセイン地区のアショ ・ーチン・バプティスト教会 (Asho Chin 
Baptist Church) であり，調査協力者はヤンゴン市出身のアショー・チン語話者 Salai Kyaw 
Htwe Hercule 氏（1962年 7月生まれの男性）である。 
 
4. 音韻体系 
 音節構造は C (C) V (V) (C) /T である。C は子音，V は母音，そして /T は音節全体にか
ぶさる声調を示す。なお，このセクションに限り，音素表記を / / で囲んで記す。 
 子音は /p, pʰ, b, t, tʰ, d, k, kʰ, ɡ, ʔ, m, hm    m], n, hn     ], ɲ, hɲ [   ], ŋ, hŋ     ], ɓ, ɗ, s, sʰ, z, h, ɦ, 
ɕ, w, r [ɹ], y [j], l, hl    l], c [ʨ], cʰ [ʨʰ], j [ʥ]/，母音は /i, ɪ, e [e(ɪ)], ɛ, a [ɑ ~ a], ə [ə(ʊ) ~ ɤ(ʊ)], ɔ, o, ʊ, 
u , aɪ [ɑɪ], aʊ [ɑʊ]/ である。 
 声調素には低声調 /  / と高声調 /  / がある。ただし，一部の音節では下降のピッチも見
られる。本論文ではこの下降のピッチを低声調の異調として扱う。 
 なお，大塚 (2014) では声調を持たない音節，すなわち軽声音節 (atonic syllable) の存在
を示唆した。この分析は話者の間で広く使われるアショー・チン文字の綴りに影響を受け
たものである。超短音 /ă/ [ă] の含まれる開音節を軽声音節と呼んでいる。 
 一部の語と後述の声調交替を記述するには，上述の軽声音節と見られる音節でも高低を
区別して書き表す必要がある。例えば，例 (1) の /pʰă/ では高低の区別が曖昧であり，軽
声音節と言えるが，例 (2) と (3) の /pă/ には明らかなピッチの差が見られる。 
 
(1) /pʰăyʊ / [pʰa jʊ ] または [pʰa jʊ ] 「ねずみ」 
 
(2) /pălàɪɴ/ [pa laɪ   ] 「瓶」 
 




（低声調に相当），高いピッチを / /（高声調に相当）と記し，考察を進めていく。 
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チン語で人称と数を表すには人称代名詞（表 1参照）または人称助詞（表 2 参照）を用い
る1。 
 
表 1 人称代名詞 
 SG PL 
1 c  
c mè (EXC) 
ʔ mè (INC) 
2   ʊɴ nàʊɴmè 
3 pʰò/yàʔ pʰòmè/yàʔmè/n hɛ  
 
表 2 人称助詞 
 他動詞 自動詞 
 SG PL SG PL 
1 k = (k =)m = k = (k =)m = 
2 n = m = n = m = 
3 ʔ = m = 無し 無し 
 





称助詞を名詞句の前に付加すると，所有者の人称を示す（例 (4) 参照）。 
 





                                                 
1 人称代名詞と人称助詞には双数形もあるが，現調査段階では，語用の面でよく分からない点が多い為，
本論文の記述の対象から外す。双数形の人称代名詞：cèhní / c mèhní (1DU); nàʊɴhní / nàʊɴmèhní (2DU); yàʔhní 
/ yàʔmèhní / pʰòhní / pʰòmèhní / n hwè / n hwèhní (3DU)，双数形の人称助詞：n = / =hwè (DU) 
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名詞で所有者の人称を示す（例 (5) b. 参照）。 
 
(5) a.* k =m =zɔ ʔzáɴ 
 1=PL=forehead 
 b. c mè zɔ ʔzáɴ 




(6) 参照），分泌液3（例 (7) 参照），属性4（例 (8) 参照），位置5（例 (9) 参照）を表す場合，
そして一部の親族名称（例 (10) 参照）である場合に人称助詞を用いて所有者の人称を示す
ことが出来る。これらのうち，単音節から成り立つ名詞の多くは，単独では名詞接頭辞 ʔ - 
6を伴うが，人称助詞の付加によって省略される（例 (8), (9), (10) 参照）。 
 








(8) k =sʰáʊʔ 
 1=age 
 「私の歳」（ʔ -sʰáʊʔ「歳」） 
 
                                                 
2 ʔ -lʊ 「頭」，ʔ -míʔ「目」，míʔkʰʊ hmɔ 「眉毛」，hnàʔtʰó「鼻」，hn ɡ ʊɴ「耳」，móɴsʰɔ ɴ「唇」，ʔ -hó「歯」，
kʰótə 「顎」，kʰótə hmɔ 「顎髭」，hmwáɪzáɴ「顔」，ɓ hé「頬」，ʔ -kúʔ「手」など。また，hn tʰóɴ「耳飾り」や
lʊ kʰʊ 「帽子」など，一部の装飾品も人称助詞で所有者を表すことができるが，míʔhmáɴ「眼鏡」など，出来
ないものもある。 
3 zɔ ʔtwì「唾」，ʔ -kʰlɔ ʔ「汗」，ʔ -hnɔ ʔ「鼻水」など。また，ʔ -ɕɔ  「息」や ʔ -sʰáɴ 「声」など身体から発
せられるものも人称助詞で所有者を表すことができる。 
4 ʔ -míɴ「名前」など。 
5 ʔ -hnʊ 「後ろ」，hmɔ ɴɡɔ ɴ「前」，ʔ -hɔ ɴ「上」，ʔ -sʰwì「上」，ʔ -kɔ 「下」，láʔpáɴ「右」，cʰétòɴ「左」など。 
6 現調査段階では，この接頭辞 ʔ - の主要な機能については不明である。ただし，主に身体部位，親族名
称，位置を表す名詞など，話し手との関係が示されるもので，かつ一音節から成る名詞に付く傾向がある。
グロスでは A- と記す。 
7 ただし，ふつうは人称代名詞 pʰò (3SG) を用いて所有者を表す方が圧倒的に多い。 
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(9) n =sàɪɴ 
 2=vicinity 
 「あなたの近く」（ʔ -sàɪɴ「近く」） 
 
(10) k =pá 
 1=father 
 「私の父」（ʔ -pá「父」） 
 
 人称助詞で所有者の人称を示すことのできないものもある。特に，ビルマ語からの借用
語には人称助詞で所有者の人称が示せないものが多い（例 (11), (12) 参照）。 
 
(11) a. cè nárí 
 1SG watch:BUR 




(12) a. cè pɔ ɴɓí 
 1SG trousers:BUR 







称助詞で所有者の人称を示すことのできないものがある（例 (14) 参照）。 
 




                                                 
8 ビルマ語     /naji/「時計」（大野 2000: 316）からの借用語。 
9 ビルマ語       /baun:bi/「ズボン」（大野 2000: 464）からの借用語。 
10 ビルマ語       /kaˀtʃi:/「はさみ」（大野 2000: 33）からの借用語。 
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を置く（例 (17), (18) 参照）。 
 
(17) cè hó 
 1SG tooth 
 「私の歯」 
 
(18) nàʊɴmè ɓʊ  




り，高声調（高いピッチ）となる（例 (19), (20) 参照）。 
 
(19) pʰò háʊʔkʰó 
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(20) cè ʔíɴ 





詞句を置く（例 (21) a. 参照）。ただし，所有者名詞句を前置する場合，名詞接頭辞 ʔ - は
しばしば省略される（例 (21) b. 参照）。 
 
(21) a. tʰùɴhláɪɴ ʔ -sʰɔ ɴ 
 PN A-hair 
 b. tʰùɴhláɪɴ sʰɔ ɴ 





いピッチ）になる（例 (22), (23),(24) 参照）。 
 
(22) a. cɔ tʰwè ʔ -sʰɔ ɴ 
 PN A.POSS-head 
 b. cɔ tʰwè sʰɔ ɴ 
 PN head.POSS 
 「チョートゥエーの髪」（ʔ -sʰɔ ɴ「髪」） 
 
(23) cɔ tʰwè lʊ kʰʊ  
 PN hat.POSS 
 「チョートゥエーの帽子」（lʊ kʰʊ 「帽子」） 
 
(24) máʊɴsʊ ʔ ɓ hé 
 PN cheek.POSS 
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(25) a. sʰɔ +zòʔ 
 cow+child 




(26) a. hn tò+zóʔ 
 woman+child.POSS 




(27) kʰótə +hmɔ  
 chin+hair 
 「あごひげ」（hmɔ 「ひげ」） 
 
 軽声音節と見られる音節でもしばしば高低の区別があると § 4. で指摘した。これまでに
述べた声調交替を明確に記述する上では高低の区別が必要である。以下，短母音 ă を含む
音節のピッチの違いにより，文の表す意味が異なる例を(28) と(29) に示す。 
 
(28) a. máɪɕɛ ɴ sʰ mó =ɓ ɗə  
 PN teacher =FIN 
 「マイシェーンは先生です。」 
 b. máɪɕɛ ɴ sʰ mó =ɓ ɗə  
 PN teacher.POSS =FIN 
 「マイシェーンの先生です。」 
 
(29) a. ní=ɡʊ ʔ pyèʔpʰyə  ʔ -hnɔ ʔ =mə  
 DEM=PP PL A.POSS-nose =Q 
 「これは，ピェーピョーの鼻か？」 
 b. pyèʔpʰyə  ʔ -hnɔ ʔ sí=ɦə ʔ 














(30) a. ティディム・チン語（北部チン語群）の例「私の犬」 
 kà=úi 
 1=dog 
 b. ミゾ語（中部チン語群）の例「私の犬」(Chhangte 1993: 66) 
 ka-úy 
 1-dog 
 c.? アショー・チン語（中部チン語群）の例「私の犬」 










ー・チン語とは異なる（例 (31) 参照）。 
 
(31) a. hàːugòu 
 PN 
 「ハーウゴウ」 
 b. hàːugou úi 
 PN.POSSESSOR dog 










1: first person, 2: second person, 3: third person, *: ungrammatical, -: affix boundary, =: clitic 
boundary, +: compound boundary, A: prefix ʔ -, BUR: loan word from Burmese, DEM: demonstrative, 
EXC: exclusive, FIN: final particle, INC: inclusive, PL: plural, PN: proper noun, POSS: possessee, PP: 
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Tone alternation in possessive expressions in Asho Chin 
Kosei OTSUKA 
 
The language of an ethnic minority in Myanmar, Asho Chin belongs to the 
Kuki-Chin subgroup of Tibeto-Burman languages. Since no morphologically overt 
marker exists to signify possession in Asho Chin, nominal possession is generally 
indicated by the simple juxtaposition of the two nominals without any grammatical 
marker. This paper argues that tone alternation occurs in the possessee noun phrases 
under certain conditions. 
